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・

り
圓
錐
形
の

角
を

有
し
雨

部
地

方
k
あ

り
、

次
に
コ

ブ

ラ

の

台
灣

に

産
ず

る
こ

遣

は

曾
て

耳
に

せ

し
が

目
下

同

島
に

滯
留

ず

る
宣
敖

師

髯
碧】
お
緊

氏
の

蒐
集
品
中
に

實
物

を

見
だ

吻・

岡
氏
の

談
に

よ

れ

は

此
毒
蛇
は

决
し
て

台

灣
に

稀
な

ら

ず
巴

台
灣
産
動
物
に

關
ず
る

報
告
書
中
k
之

を
記
さ

苧

る
は

叉
｝

奇
愈

妙
澎
湖
島
に
一

種
の

美

な

る

鳩
あ

り
全
身
白

ぐ

む
て

形
小

ぐ

尾
は

尖
ぢ
て

肢
巴

鰐
巴

は

其

に

紅
し

實
に

愛
玩

ず
る

に

足
る

先
年
迄
は

可
な
り

其
數
竜

多
か

砂

し
か

行
通
の

瀕
繁
巴

共
に

人
の

携
へ

去

る
こ

電

多
§
に

や

今
日
に

至

り
て

は

其
數
を
減

し
把

り
此

鳩

は

支
那
人
の

畜

養

し
て

造
り
だ

る

變
種
巴

竜
思
は

れ

ず

佛
人
セ
巴

か

輸
入

し

其

後
繁
殖
せ

し

者
に

あ
ち

さ

る
癒

き
か

次
に

恒
春

地
方
ほ

動
植
物
に

獣
て

は

台
灣
全

島

中
特
色

を
有
ず

る
地

方
に

し
て
ハ

ン

ダ

ヌ

ス

の

類

大
に

繁
蔑
し

勿

族

多
（

群
棲
し

山
中
に

は

蒼

色
の

キ

ツ

・

キ
（

O
葦
呂
領
＝

琴
霊
訐

」Qo

三
Ω

）

あ
り

夊

有

名
敷

る

国冖

豊
。
D

葺
三
ω

ヲ
く

す
μ

ザ

8
巴

穩
ず
る

美

色
の

雉
子
に

似
だ

る

鳥
も

此
地

方
に

は

稀

な

ら

ず
此
鳥
は

北
部
に

て

は
育
同

山
に

棲
み

南
部
の

「

テ

ラ

ソ

遠嶋
に

て
は

小

山
に

竜

棲
み
輪

も

内
地
に

於
け

る

雉
子
の

如

し

叉

英
人
の

所
謂
ム

ン

チ

ャ
ッ

ク

巴

呼

ふ
小

鹿
（

〔｝
O
目

く

⇔
o励

舅

 

Φ

〈
 

の一
）

は

此

地
方
k
棲
息

す

姓
甚
陀

慧
敏
に

し

　
　
　
　
　
　
薙
　

簸

て

土
人
は

弓
を
用
ゐ

て

之

を
捕
ふ

台
灣

猿
（

野
§
話
。

覧
。

富
）

は

南
部
地

方
に

て

は
群

棲
し
榕

樹
の

枝

棺
か

渡
り
其

遁
逃
ず
る
や

甚
だ

迅
速
に

し
て

殆
竃

其
影
を

認
む
る

能
は

ず
只
颯
々

の

聲
を
聞

ぐ
の

み
南
部
地

方
の

偉
觀
巴

も

稱
す

可
き
は

艶
麗
な

る

蝶
類
に

富

む
冱
に

し
て

茣
種
數
の

多
き

叉
其
個
數
の

嶢
多
な

る
は

蝶

類
専
門

家
の

特
に

來

り
て

研
究
す

る
の

價
値
は

充
分

に

是
あ

り
巴

鉉
に

講

話
終
り
て

標
本
に

就
て

の

説

朋

等
あ

り

午
後
四
時
孚

散
會
ず

會
者

四

十

有
二

名

●
申
譯
の
］

言
　
先

般
來

紀

州
の

Xy

生

君
を

始
め

巴

し

無
慮
百

數
十

名
の

購
讀

者
諸

君
よ

り
續
々

質
問
の

手

紙
が

着
し

だ
、

其
文

言
は

各
々

異
れ

ど
、

其
意
に

至
つ

て

は

孰
れ

も

同
巳

で

有
る

、

皆
勤
物
學

雜
誌
は

今
年
一

月
よ

り
代
價
は

二

倍
に

飛
び

上

つ

π

が

紙
數
は

段
々

巴

誠
じ
て

行
く
は

如
何
激

る

理
由
で

あ

る

か
、

其

譯
を
承
り
だ

い

巴

云
ふ

御
尋
ね
で

あ
る

、

之
に

對
し
て

は

唯

誠
に

御
氣
の

毒
で

あ
る
、

誠
に

申
譯
が

な

い

巴

謝
る

よ

り
外
に

は

致

方
が
鉦
描

ひ
、

依
て

こ
言
口

申
譯
の

な
い

譯
を
流
囁

べ

て
岨

直

か

う
、

質
問
書
を
逾
つ

だ

方
の

中
で

最
竜

御
丁

寧
な

る
は

在
姫

路
の

AB

君
で

あ
る

、

同
君
は

質
問
書
の

終
り

へ

左
の

表
を
添
へ

ち

れ

だ
、
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二

七
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第
百
二

十
三

號

第
百
二

＋

四

號

第
百
二

＋
五

號

笹
躍

百
二
・

†
亠

ハ

號

第
百
二

＋

七
號

第
百
二

＋
入

號

第
百
二

＋
九

號

第

百

三

＋

驍

第
百
三

十
一

號

第
百

三
十
二

號

鎌
（

一

月
分
）

（

二

月
分
）

（

三

月

分
）

（

四

月
分
）

（

五

月

分
）

（

六
月
分
）

へ

七

月
分
）

へ

入

月
分
）

（

九

月
分
）

（

十

月
分
）

四
＋

頁

四
十

頁

三

十

八

頁

三

＋
入

頁

三

十
四

頁

三
＋

入

頁

二

＋

入
頁

二

＋
二

頁

十

六

頁

＋
入

頁

左
の

表
は

實
際
の

事
實
を

表
は

し
だ

も

の

故
之
に

對
し
て

は

唯
恐

れ

入

る
の

外
は

な
い

の

で
あ

る
、

扨
何

故
に

斯
ぐ

紙

數
が

減
り
行

ぐ
か

巴

云

ふ

に

其
理

由
は

甚
だ

簡

單
で
あ

る
、

即

ち
編

輯
人
の

勢
が

衰
へ

陀

の

で

あ
る
、

今
年
一

月

に

勅
め

て

色
摺
の

石
版
圃
を

出
し
π

頃
は

中
々

勢
が

善
か

つ

陀

が

五
亠

ハ

ヶ

月
も

や

つ

て

居
る

内
に

勢
が

拔
け
て

今
で

は

到

底
編
輯
の

任
に

堪
へ

徽

様
に

衰
へ

だ

の

で

あ
る

、

言
を

換
れ

は
ヘ

コ

垂
れ

左

の

で
あ

る
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
三

二

八

さ

れ

ご

榮
枯
盛
衰
は

浮
世
の

常
な

り
巴

云
へ

ば

雜
誌
の

紙
數
の
一

時

減
ず

る

位
の

事
は

少
し

蝿

氣
に

掛
け

る
に

は

足
矧

な
い

、

紙
數

の

今
減
ず

る

は

即

ち
後
に

増
ず

爲
の

準
備
で

あ
る

、

恰

も

尺

取
り

蟲
か

伸
び

る

前
に

必
ず
屈
ず

る
の

巴

同
じ
理

由
で

あ
る

、

斯
ぐ
考

へ

れ

ば

寧
ろ

慶
ず
べ

ぎ
こ

£

か

も

知
れ

な
い

巴

思
ふ

、

最
早

今

年
も

殘

り
少

ζ
な
つ

友
、

年
が

改
ま

れ

ば

天

地

寓
物
改
ま

ち

ざ

る
竜

の

は

無
ひ
、

年
が

改
ま

り
さ
へ

ず

れ

ば

編

輯
掛

り
の

勢

も

必
ず

頓
に

盛
に

な
つ

て
、

本

誌
も
〕

段
巴

立

派
な

も

の

に

成
る

は

疑
ふ
べ

か

ら
ざ

る
こ
足

で

あ
ら

う
、

巴

は

云
ふ

も

の

の

今
年
の

夏
頃
よ

り
甚
だ

薄
い

雜
誌
の

み

を
出
し

た

る

は

購

讀
者
諸
君
に

饗

し
て

は

誠
に

申

譯
の

な
い
・

次

第
で

あ

る
、

依
て
】

言
御
詫
び

を
致
ず
の

で

あ
る

、

●

會
ロ

貝

諸
君
に
止
口

ぐ

　

此
程
よ

り
柱
々

會

費
を
駕
替
に

て

小

生
へ

宛
御

邊
付
に

相

成

候
方
之
あ

サ

候
へ

ご
、

小
生
は
一

切

會

費
に

關
プ

る

事
務
は

取

扱

申
さ

ず

候
故
何
卒
以

後
は

必
ず

會
計
主

任
の

方
へ

御
逞
り
に
畑
…

成
繕
糖

願押
候

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

丘
　
淺

次

郎
、
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